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授業の概要及び到達目標 

 

授業の概要 

看護職は患者を生活者としてとらえ、その人らしく生きることを支援することを目指す。疾病や障害

をもちながら生活する人を支えるためには、リハビリテーションに関わる職種の役割を理解したうえで

看護職としてどのように患者の日常にリハビリテーションの要素を取り入れるかを考える必要がある。 

本授業ではリハビリテーションの概念と歴史、リハビリに関わる職種とその役割、看護職の役割につい

て学ぶ。 

 

 

到達目標 

１． リハビリテーションの概念と歴史について理解できる。 

２． リハビリテーションに関わる職種とその役割が理解できる。 

３． 移乗の技術について学び、行うことができる。 

４． リハビリテーションに関わる看護職の役割が理解できる。 

評価方法 

筆記試験 

備考 

関連科目：解剖生理学,病態生理学,看護の基本となる技術,生活を整える技術Ⅰ 

 



 

回数 授業計画 学習内容 備考 

1 リハビリテーション医学の基礎 PT 

2 

トランスファー実技 
PT 

演習 
3 

4 日常生活におけるリハビリテーション PT 

5 作業療法について OT 

6 言語聴覚療法について ST 

7 リハビリテーション看護について 看護師(外部講師) 

8 終講試験 まとめ解説  

 


